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経済地理メモｰ社会主義国編一13

キュｰバ

地質相談所(Geo19ica1COnsu王tingOffice)
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キュｰバ共和国(Rep血b1icadeCuba)

��〰に�

ほぼ1,000万人(!981)

アバｰナ(1aHabana)(日本では一般にハバナ

とよぶ)

国土

キュｰバは多数の島々からたっているがキュｰバ島

が総面積の約95%を占め約2%を占めるフヴェントゥ

島(旧名･ピノス島)を除くと残りは4,000をこえる小

さた珊瑚礁の島々である.このキュｰバの島々はいず

れも熱帯に属し北緯20｡から北回帰線の間に分布す

る一キュｰバ島は東西に長く東西延長が1,250km

であるのに対し南北は30-190kmにすぎない.それ

でも大アンチル諸島の中では最大の島である.同島は

主に平野と丘綾地で形づくられ山岳は少なく東端部

にシエラｰマエストラ山脈がある程度でキュｰバで

もっとも高い山トゥルキノ山(海抜2,005m)はそこに

ある｡

経済地理的な位置

キュｰバは四辺を海に囲まれ最大のキュｰバ島でも

任意の地点から海岸まで100kmもへだたっていない.

この事実は国土開発によい条件を与えている･北はア

メリカのフロリダ半島まで最短距離でわずか180kmを

へだてているにすぎず西はメキシコのユカタン半島ま

で210km南は幅140kmのコロン海峡をへだててジャ

マイカ島に対し東は幅77kmのウィンドワｰド海峡を

へだててハイチ島にいたる.これらの国々はいずれも資

本主義経済体制下にありキュｰバの社会主義経済体制

と仕組を異にするためキュｰバは経済地理的には不

利な位置にある.経済相互援助会議加盟諸国の中で

キュｰバ1国だけが他の加盟国からとび抜けて遠隔の地

に存在することはその経済環境の不利さを増大し経

済相互援助会議の負担を大きくするものといえるだろう.

人口

キュｰバの人口は1981年にほぼ1,000万人に達しそ

1985年6月号

の人口密度90人/ヒm2はラテンアメリカ最大である.

最近の人口増加率は1.2%前後で日本の2倍に近い.

人口の32%が8大都市(人口10万以上の都市)に集中し

首都アバｰナ(日本ではハバナとよぶ)には190万人をこえ

る人々が居住する･キュｰバは多民族国家でスペイ

ン系原住インデアン系アフリカ系中国系の民族と

それらの混血人カミ多い･人種差別は全くみられない.

労働人口の約40%は農業に約20%は鉱工業に従事し

他のラテンアメリカ諸国に較べて教育にたずさわる人々

の率と学生の割合がとくに高い､

経済の全般的特徴(第1図)

社会主義国キュｰバは1959年1月に誕生した.それ

以前のキュｰバの経済は主体が農業それも砂糖きびに

依存した単作農業で成りたっていた.そしてこの単作

農業は全体として外国市場に何よりもアメリカの市場

に従属していた.革命後キュｰバは社会主義諸国の

援助を得て経済の建て直しにとりかかり鉱工業の建設

も進んではいるカミ現在もまだ特殊な社会的･歴史的条

件の影響が経済にも色濃く残っていて農作物の加工

(砂糖･たばこ･かんきつ類)が国家経済の基礎となってい

る.キュｰバは経済相互援助会議(CgBいわゆるコ

メコン)の一員である.その中でキュｰバは庶糖た

ばこかんきつ類の輸出がぬきんでているし鉱産物の

輸出も多い､とくに蕨糖は対経済相互援助会議加盟国

への全輸出量の3/4をこえている･このような輸出部

門の発展を基礎に工業化への移行や多角的経済への移行

が企られつつある､キュｰバでの経済の発展テンポは

経済相互援助会議加盟国の中では上位に入る.

鉱業と鉱産物

キュｰバの地質は始新世末期の榴出島弧の形成とその

後の構造運動によって複雑なものになっている.火成

岩中に多くの鉱床が胚胎されているがその中でも大き

な価値をもっているのがニッケノレとコバルトを含有した

ラテライト鉱床群である.この鉱床群は世界的にも価

値があり埋蔵Ni金属量は億t台といわれ2･3の文献

によると世界のニッケノレ埋蔵量の20%以上をキュｰバ

ｰ国カミ占めているとのことである.山地･丘綾地域に�
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第1図キュｰバの産業配置

は多数のクロム鉄鉱鉱床マンガン鉱床銅鉱床鉛･

亜鉛鉱床が分布する.キュｰバの金属鉱床の主な分布

地域は次の3地域でうち2地域は東部の山地･丘綾地

域にある.

1)東北鉱床区(マヤリｰニカロｰモァ鉱床区)一これ

はニッケルｰコバルドｰ鉄鉱床とクロム鉄鉱鉱床の分布区

でニカロ･モア両鉱床の総鉱量カミNi1-1.5%Fe

38-42%として30億tと見積られクロム鉄鉱鉱床は金

属用と耐火材用に適するものである.

2)南東鉱床区(この区の主体はシエラｰマエストラ山脈)

一これは鉄鉱床マンガン鉱床(最近古第三系火山源

岩一堆積岩層群に胚胎されたマンガン鉱床が多数発見されてい

る)と銅鉱床の分布区である.

3)西鉱床区一これはオルガノス山地中の銅鉱床

鉛･亜鉛鉱床マンガン鉱床の分布区である.

またオルギナ地区フペントゥ島などには金鉱床カミ

ありフペントウ島の西部にはキュｰバ唯一のタングス

テン鉱床が存在する.硫化鉄鉱鉱床も賦存しとくに

稼行価値が大きいとされているのはグアムアヤ山地のグ

アチナンゴとカルロタの両黄鉄鉱鉱床である.以上の

ようにキュｰバには重要な金属鉱産地が分布している

カミ探査ずみの燃料鉱物資源は乏しくそのことが資源確

保上の弱点となっている.燃料鉱物資源としては泥炭

が多いだけ(埋蔵量は乾量で5,000万tをこえる)でありそ

れはサパタ半島に賦存している.既知の油層および天

然ガス層は規模カミ小さく今のところ稼行価値があるの

はキュｰバ島西部の北海岸(アバｰナとカルデナスの間)

の油田群だけである｡アバｰナ州には石油起源の灌青

岩カミ存在する.総じてキュｰバの地下資源に対する調

査･研究は不十分にすぎる｡一方非金属鉱物資源と

しては石灰岩マｰルドロマイト大理石石膏珪

砂カオリンの埋蔵量が非常に大きい･北部海岸地帯

には岩塩も分布する.前記のニッケル鉱物資源を活用

したニッケル精鉱の生産量は世界第5位で(ヵナダソ連

ニュｰカレドニアオｰストラリアに次ぐ)ニッケルの地

金と合金の生産と輸出も盛んである.とくにニカロと

モアには近代化された選鉱一製錬所がありニッケルと

コバルトの精鉱生産量はキュｰバ1･2位を分け合い

キュｰバ全体でのニッケルｰコバノレト生産物の生産量は

1981年に4万tに達しさらにモアの東プンタｰコルダ

に新大型ニッケル製錬所カミ建設されている.製鉄所と

しては現在のところアバｰナとその近郊に小規模な主

として輸入原料に依存した製鋼･圧延･鋳物工場群があ

るだけでその中で大きいといわれるアバｰナ南東郊外

のホセマルチ記念製鋼所でも年間製鋼量は60万tにすぎ

ない･しかし上述のニッケルとコバルトを精錬した

あとの鉄鉱と他の国内産鉄鉱を使用するキュｰバ初の鉄

鋼コンビナｰト(鋼鉄生産能力130万t/年)がサンタクララ

市近郊(?)に建設されつつある.そのほか重要な

選鉱所付設の鉱山としてはサンチアゴ･デ･クｰバ州に

マンガン鉱山カミピナノレ･テノレ･リオ州のマタｰムブレ

に銅鉱山カミある.

地質ニュｰス370号�
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第2図キュｰバの石油･天然ガス胚胎ポテンシャル概要図

a一堆積盆地

I一北キュｰバ油同ヨ･ガス田生成盆地並一中部キュｰバ油田･ガス田生成盆地

I皿一前ピナｰル予想油田･ガス田生成盆地Vトウベロ推定満目ヨ･ガス田生成盆地

V一モロン推定油田･ガス田生成盆地V一コチノス推定油田･ガス田生成盆地

w一メルセデス推定油田･ガス田生成盆地w一カリフォノレニア推定油田･ガス田生成盆地

1X一ヌエビタス推定油田･ガス田生成盆地X一プエノレトｰパドレ推定油田･ガス田生成盆地

XI一バタバノ推定油田･ガス田生成盆地X皿一南キュｰバ推定油田･ガス田生成盆地

X皿一カウト推定油田･ガス田生成盆地XlV一ニベ推定油田･ガス困生成盆地

XV一ロス･パラシオス推定油田･ガス田生成盆地

XM一グアンタナモ推定油田･ガス国生成盆地

b一油田

!一バクラナオｰクルスヘルデ2一サンタ･マリア3一グアナモｰペニヤス･アルタス

4一ピアｰブランカ5一ホカ･パルコ6一カマリオカｰバラデカ7一モテンボ

8一八ラウエカ9一カタリナ10一ノ･チボニコ11一クリスタレス

C一円産油井

12一マルチンｰメサ13一マトルガ14一ユムリ15一チャベリン16一マルチ

17一マラスｰアグァス18一パチェコ19一フエルトパドレ

第1表北キュｰバ油田ガス田生成盆地の油田･天然ガス田(ソ連科学アカデミｰ編)

大規模構造単元

大規模構造単兀�石油･天然ガス集積区域�油田･ガス田の構造形式�産出層の層位�油田の数�実例

�アバｰナｰマタンサス複背斜,�地璽一背斜型�白亜系上部統一�3�バクラナオ,クルスｰベル

周縁隆起�アバｰナ地塊を横断する��始新統下部階��デサンクｰマりア

�モテンボ地塊.�同上�白亜系上部統�1�モテン球

同(西はペリ�マルタｰマリエル背斜帯�同上�同上�1�

クリナル)�����マルチンｰメサ

�周縁地縫帯�短軸背斜,横'断地こうの�始新統下部階�2�グアナボ,ペニャスｰアル

��存在で複雑化���タス

前陸盆地南縁�削陸盆地内帯のボカｰパルコ��白亜系上部統一�2�ボカバルコ,ピアｰブラン

�一ビアブランカ背斜�背斜,横断断層と縦走断�始新統下部階��カ

�カマリオカｰバラデロ背斜�層で複雑化�白亜系上部統一�2�カマリオカ,バラデロ

���饒新統��

�イカコスｰチャペリン地嚢状帯�地璽�白亜系下部統�'1�チャベリン

ハクラナオ,クルスｰヘル

グアナボ,ペニャスｰアル

ボカパルコ,ピアｰブラン

我が国との関係

キュｰバは1945年10月に国連に加盟し我カミ国とは19

30年4月に公使を交換しそれが1957年に大使に昇格し

た･在目キュｰバ大使館は東京の六本木に在る.我

が国との貿易は往復24,100万ドル(日本の対外貿易総額の

0.!%;1983年)日本からの輸出額が12,600万ドル1(0.1

1985年6月号

%)日本への輸入額か11,500万ドル(o,09%)にすぎず

この10年間をふりかえってみてもそれほど大きな変化は

ないが日本のコロイド硫黄輸出相手国としては2番目

(1980年)であり日本へのニッケルや砂糖などの供給国

としてキュｰバはたいせつな存在といえよう.

(文責;岸本文勇)�


